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既存資料の活用

76

演習１
データの要約

77

既存資料の活用 演習１

母親の喫煙状況を知る目的で、乳児検診に
来た母親に対し、1年間、自己申告による
1日の喫煙本数を調べた。

結果をまとめたら、次表のようになった。

【目的１ 】
１）データの分布をみて要約方法の判断ができる
２）端的なことばで結果を表現できる

78

演習１ データの要約

数量データ(離散データ）です。
１）対象数(合計人数）を求めましょう
２）喫煙本数の分布を図示しましょう
３）喫煙状況の記述統計を求めてみましょう

1

40

1

22

2

12

114111211人数

2112412512人数

353230292826252423本数

212019181716151413本数

11221111１４２人数

1098764320本数

上の表の内容を要約してみましょう
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79

演習１ データの要約

エクセルを立ち上げて、
演習１(1)(2)のシートを開いてください。

１）対象数(合計人数）を求めましょう

①データの入ったセルの下のセルをクリック

②総和の式 ＝ＳＵＭ（Ｂ３：Ｂ３２） を入れる

答え 人

80

演習１ データの要約

２）喫煙本数の分布を図示しましょう

どんな図が良いですか？
縦軸・横軸は？

81

演習１ データの要約

①本数は０～４０本までありますが、
表の中では抜けている数値があります

２）喫煙本数の分布を図示しましょう

こんな図が書きたい！

本数

人数

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

②抜けている
数値を補い、
本数を０～４０
本まで連続量
にしましょう。

82

演習１ データの要約

２）喫煙本数の分布の図示

①抜けている値の
次のセルを選択
→ 挿入 → セル

②セル
→ 下方向にシフト

③挿入されたセ
ルに、抜けていた
数を入れる

抜けた数値分のセルを挿
入し、抜けた値を入れる
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83

演習１ データの要約

２）喫煙本数の分布の図示
本数と人数のセルを選択し
棒グラフを描く

そのまま棒グラフ
を描くと・・・
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84

演習１ データの要約

２）喫煙本数の分布の図示 ちょっと工夫・・・

喫煙本数分布

0

4

8

12

16

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

本数

人
１60

１0０

図を見てわかったことを書き出しましょう

85

演習１ 数値データの要約

３）喫煙状況の記述統計を求めてみましょう

演習１（３）のシート
を開いてください

最初に値を入力した表です。
見やすいように、Noと本数が
25番毎に並べました。

しかし・・・ この形では、集
計はやりにくいので、データ
を縦に並べます。

86

演習１ 数値データの要約

３）喫煙状況の記述統計を求めてみましょう

演習１（３）の２のシート
を開いてください

1人のデータを1行とし、データ
が縦に並んでいます。統計処理
をするときには、このような形
にデータ入力をしましょう
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87

演習１ 数値データの要約

３）喫煙状況の記述統計を求めてみましょう

分析ツールのインストール

（１）ツール → アドイン
を選択

（２）アドインの分析ツール
をチェックし、ＯＫ

88

演習１ 数値データの要約

３）喫煙状況の記述統計を求めてみましょう

分析ツールを使って「基本統計量」を求めましょう
ツール → 分析ツール → 基本統計量 → ＯＫ

ここでいう「基本統計量」は「記述統計」と同じことです。

89

演習１ 数値データの要約

３）喫煙状況の記述統計を求めてみましょう

入力範囲、出力先、統計情報、Ｋ番目に大きな
値（１）、Ｋ番目に小さな値（１）を指定します → ＯＫ

列1

平均 5.375
標準誤差 0.669037
中央値 （メジアン） 0
最頻値 （モード） 0
標準偏差 9.461606
分散 89.52198
尖度 1.230281
歪度 1.55611
範囲 40
最小 0
最大 40
合計 1075
標本数 200
最大値(1) 40
最小値(1) 0

90

演習１ 数値データの要約

代表値
平均(算術平均)
=AVERAGE (セルNo：セルNo)
中央値 =MEDIAN (セルNo：セルNo)
最頻値 =MODE (セルNo：セルNo)

バラツキを表す指標
最小値 =MIN (セルNo：セルNo)
最大値 =MAX (セルNo：セルNo)
範囲 = 最大値ー最小値
分散 =VＡR(セルNo：セルNo)
標本標準偏差 =STDEV(セルNo：セルNo)

余力のある方、時間
が余っている方は、
「挿入」→「関数」
を使って基本統計量
を求めてみましょう

３）喫煙状況の記述統計を求めてみましょう

Ｌｅｔ‘ｓ Ｔｒｙ！
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91

演習１ 数値データの要約

バラツキを表す指標
中心四分位数範囲(25～75ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ）
第1四分位 =PERCENTILE(セルNo：セルNo，0.25)
第3四分位 =PERCENTILE(セルNo：セルNo，0.75)

平均値＝中央値＝最頻値 平均値＞中央値＞最頻値

平均値と
標準偏差
で表す

中央値と中
央四分位数
範囲で表す

四分位数は基本統計量にありませんでした・・・

92

演習１ 数値データの要約

四分位数を求めましょう

①値を入力する
セルにカーソルを
もっていく。
②挿入→関数→統計
→ＰＥＲＣＥＮＴＩＬＥ
③配列に本数のデー
タ範囲、率に０．２５
→ ＯＫ
④７５パーセンタイル
も同様に行う。

25パーセンタイル値 0

75パーセンタイル値 8.25

93
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本
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演習１ 全体についての基本統計量の結果です

全体の記述統計量

平均値±標準偏差 5.4±9.5
中央値 0 最頻値 0
最小値 0 最大値 40
中心四分位数範囲 8.3(0.0-8.3)

先に「気づいたこと」
で書いた内容が
反映されていますか？

分布が偏っている場合は、要約する時に配慮が必要です！
94

課題１ 層別の分析

全体の分析結果は｢喫煙本数０
本」の人が多いため、喫煙者の状
況が分からなくなっていました。
喫煙者と喫煙しない人は分けて

分析する必要があります。

喫煙者は全体の（ ％）であり、
その喫煙本数の特徴は、
平均値（ ）本、最頻値（ ）本、中央値は
（ ）本である。本数の範囲は（ から ）
本であり、（ から ）本の間に、中央値を中心
とする５０％が含まれている。

課題１
喫煙者について、今まで
と同様の方法でデータを
要約し、下記の（ ）を
うめてください。
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95

演習２
カテゴリーデータの要約

96

既存資料の活用 演習２

居住市町村民の健康状態を、

健診判定区分から評価してみよう

【目的２ 】

（１）カテゴリーデータの扱いと作図ができる

（２）時系列にデータを見ることができる

基本健康診査の指導区分は毎年報告している。
これにより、地域の健康状態の特徴がわからな
いだろうか・・(判定区分の比較・年次推移）

97

居住市町村住民の健康状態を
健診判定区分から評価する

知りたいこと

（１）基本健康診査の判定区分でみた健康状態の特徴
（２）経年的に見ると変化はあるのか

必要な情報

（１）基本健康診査の判定基準
（２）基本健康診査受診者の判定区分の結果

98

演習２ カテゴリーデータの扱い

血圧判定「正常範囲」の年齢階級別人数を求める

①表の男性部分を
選択

②編集→コピー

③演習２－１の下
に貼り付け

④正常高値の上に
１行挿入し、項目
に「正常範囲」と
入力

⑤正常範囲の人数
を計算する

演習２－１～２－３のシートを開いてください
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99

演習２ カテゴリーデータの扱い

血圧判定「正常範囲」の年齢階級別人数を求める

⑦計算ができたら、正常範囲のセルを全て選択し、
コピー → 編集 → 形式を選択して貼付け → 値 → OK で値を確定する。

⑤正常範囲の人数を計算する
総数のセルを選択
計算式を入力
＝C22-sum(C24:C27)

⑥式を他のセルにもコピーする

100

演習２ カテゴリーデータの扱い

各検診判定の年齢階級別の割合を求めましょう

貼り付けて表の枠を作る

血圧判定区分の年齢階級別割合の計算

①作成した表を
選択

②編集→コピー

③演習２－２の
下に貼り付け

④貼り付けた表
の数値を削除

101

演習２ カテゴリーデータの扱い

血圧判定区分の年齢階級別割合の計算

⑤割合を求める式を最初のセルに書く
=C23/C$22*100
同じ列では分母は共通なので列固定

⑥これを全てのセルにコピー
⑦セルの書式設定をして、小数の桁数を統一
数値の入ったセルを選択→書式→セル→表
示形式→数値
→小数点以下の桁数を１に →ＯＫ

＊小数１桁で表す方法は、他にもたくさんあ
ります。

【テクニック】＄を使ったセルの固定
（セルの番号にカーソルを置き、Ｆ４キーを押してもできます）
＄Ｃ＄４ (全固定）・・セルをコピーしても変更なし
Ｃ＄４ (列固定）・・列方向のコピーでは、セルの変更なし
＄Ｃ４(行固定）・・行方向のコピーでは、セルの変更なし
Ｃ４(固定なし）・・列方向、行方向ともコピーによりセル変更 102

演習２ カテゴリーデータの扱い

作図

割合の計算をした全てを選択
し、グラフウイザードで図を
描くと、ちょっと問題！

完成イメージ
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103

演習２ カテゴリーデータの作図

血圧判定の年齢階級別の割合が比較できるように、
結果を作図をし、気づいたことを記載しましょう

血圧判定区分の年齢階級別割合の作図

図を見て気づいたことを記
載しよう

イメージ

余裕のある人は
女性についても
やってみよう

104

演習２ 糖尿病判定の年次推移
年齢階級別の糖尿病検査結果について、平成１６年か
ら１８年の推移がわかるように、作図をしてみましょう

演習２－４のシートを開いてください

105

演習２ 健康状態の年次推移

作りたい図をイメージします。

年齢階級別に判定割合を年次で
比較したい場合

異常認めずの判定割合の年次推移
を、年齢階級別に比較したい場合

こちら
を作り
ます
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106

演習２ 健康状態の年次推移

年齢別に、各年度のデータが並ぶように、データを移動
したり、並べ替えたりします
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107

演習２ 健康状態の年次推移

①希望の形のグラフを作成する
のに適切な形でデータ入力を
するための枠を作ります

108

演習２ 健康状態の年次推移

②４０～４９歳の１6年
度の判定区分（異常認め
ず～要医療）を選択

→ コピー

③カーソルを
コピー先のセルに
移し右クリック

→形式を選択して
貼り付け

→行列を入れ替え
る →OK

109

演習２ 健康状態の年次推移

④行と列が入れ替わりました

⑤同様にして、グラフ作成用
の表を完成します

110

演習２ 健康状態の年次推移

⑥作成した表を選択
→グラフウイザードをクリック
→１００％積上げグラフを選択
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演習２ 健康状態の年次推移

⑦グラフの形を確認
→OKなら次へ
→グラフタイトル等の記入
→完了 112

演習２ 健康状態の年次推移

棒グラフエリアの背景を白くする＝プロットエリアの書式設定
棒グラフの棒の色や太さを変えるには・
棒の１つをクリック→ 右クリック → データ系列の書式設定
棒の色を変える・・パターン画面
棒の太さを変える・・オプション画面

時間に余裕があれば、図のお化粧をしましょう

113

演習２ 健康状態の年次推移

更に時間に余裕があれば、こちらも作ってみましょう

性・年齢階級別、糖尿病判定区分経年変化
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男女別に、１つのグラフにする 異常認めずの年齢別経年変化

114

演習３

数量データの扱い方
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既存データの活用 演習３

性・年齢階級別に、肥満や生活習慣病のハイリスク
者の割合を求め、対策を考える資料を作成する。

【目的３ 】 データ集計の基本作業の習得

１）連続量を含むデータの要約・作図ができる

２）カテゴリー分けを適切にできる

３）複数の条件を持つ人を抽出できる

（オートフィルターの活用）

４）クロス集計ができる（ピボットテーブルの活用）

116

演習３ 連続量を含むデータの分析

対象者の性別の特性を表す
１．男性、女性の人数を数える

２．年度末年齢を求め、性別に記述統計で示す

３．年度末年齢を10歳階級に分け、度数分布を示す
４．ＢＭＩを小数点1桁で求める（計算式によるデータの追加）
ＢＭＩ＝ 体重(ｋｇ)／身長（ｍ）２

５．ＢＭＩの判定区分（３区分）をデータに追加（カテゴリーの作成）

６．５０歳代で、ＢＭＩ判定区分が「肥満」または「やせ」を抽出する
（オートフィルターの利用による対象の抽出）

７．５０歳代女性において、ＢＭＩ判定区分が「肥満」と「やせ」の人
の収縮期血圧平均値と標準偏差をそれぞれ求め、作図する。

＊このデータを用いて、生活習慣病対策の資料を作成したい。

演習３のシートを開いてください
データは、Ａ市で行った基本健康診査の測定結果の一部です

117

演習３ 連続量を含むデータの分析

８．性・年齢階級別のＢＭＩ判定区分の分布を作表する
（ピボットテーブルを使ったクロス集計表の作成）

９．作成したクロス表を使い、“「40~59歳」「60～79歳」の２群に
ついて、ＢＭＩ判定区分が「肥満」または「やせ・標準」の性別
の数”を表示させる

１０．性・年齢・肥満の有無別に、血圧、中性脂肪の記述統計
（人数、平均、標準偏差、最大値、最小値）を求める。
（ピボットテーブルを使い、層別に記述統計を作成する）

１１．総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙとＨＤＬｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値の関係をみるため、性別
に散布図を作成し、相関関係があるかを考える
（散布図の作成）

118

結果のまとめ・発表
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作図について

120

性別の年齢とコレステロール値
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l) 男(n=20)

女(n=20)

(

表題

軸と単位

軸と単位

作図の注意

凡例・
対象数

目盛り

補助線・背景の有無

121

目的別、図の種類

１．２値の分布と関連をみる

散布図

２．カテゴリー別の分布状況を表す

棒グラフ・ヒストグラム

３．比率を表す

円グラフ・積上げグラフ

４．立体グラフの注意
122

1.各値の分布状況を表す：散布図
収縮期血圧と拡張期血圧の関連

y = 0.3718x + 27.886

R
2
 = 0.5621
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収縮期血圧(mmHg)

拡
張
期
血
圧
(m
m
H
g)

デフォルト（設定様式）では、
横軸と縦軸の幅が同じでは
ないので、注意が必要。

収縮期血圧と拡張期血圧の関連

y = 0.3718x + 27.886

R
2
 = 0.5621
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50
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収縮期血圧(mmHg)
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期
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H
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軸の目盛により回帰式の印象
が大きく異なる。目盛の間隔が
縦軸と横軸で異なると、判断を
誤る原因になることもある。
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２．カテゴリー別の分布状況を表す
：棒グラフ・ヒストグラム

棒グラフ
年齢階級別の人数
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年齢階級

人

ヒストグラム

124

２．カテゴリー別の分布状況を表す
棒グラフ・ヒストグラム
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人
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棒グラフ

125

棒グラフ作成の注意
家族の高血圧保有者(n=85)

7.1

61.2

34.1

31.8

41.2

49.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無回答

兄弟姉妹

祖母

祖父

母

父

％

家族の高血圧保有者(n=85)

7.1

61.2

34.1

31.8

41.2

49.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無回答

兄弟姉妹

祖母

祖父

母

父

％

棒の幅とカテゴリーとの間隔に注意 126

３．割合を表す：円グラフ・積上げグラフ

参加者の年齢構成

2人 9人 7人 2人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数

50～54歳 55～59歳 60～64歳 65歳～

参加者の年齢構成

7人

2人 2人

9人

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65歳～

構成比をみるのは、
円グラフが最適

積み上げグラフは構成比
と全体および項目別の変
化を見るのに適している

積上げグラフ

円グラフ
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構成比(割合）を表すグラフ
の作成の注意点

円グラフ

家族の高血圧保有者(n=85）

6人

52人

29人
27人

35人

42人
父

母

祖父

祖母

兄弟姉妹

無回答

積上げグラフ

家族の高血圧保有者
(n=85)

49.4

41.2

31.8

34.1

61.2

7.1

0

50

100

150

200

250

1

％

父 母
祖父 祖母
兄弟姉妹 無回答

人数の合計は
191人だが、回
答者は85人

複数回答の表記です。
どこか変ではありませんか？

85人が100%
積み重ねて何
が見たい？

128

複数回答のグラフ表記

家族の高血圧保有者（n=85)

6

52

29

27

35

42

0 20 40 60

無回答

兄弟姉妹

祖母

祖父

母

父

人

実数の棒グラフ 割合の棒グラフ

家族の高血圧保有者（n=85)

7.1

61.2

34.1

31.8

41.2

49.4

0 20 40 60 80

無回答

兄弟姉妹

祖母

祖父

母

父

％

129

演習２で作成した図をみてみよう

• 演習２－２で作成した図を出してください。
• もう少し、見やすくなりませんか？

年齢階級別の健診判定区分

0%
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70%
80%
90%
100%

40
～
49
歳

50
～
59
歳

60
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64
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65
～
69
歳

70
～
74
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75
歳
以
上

要医療

要指導

異常認めず

130

演習２ カテゴリーデータの作図

年齢階級別の健診判定区分
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60
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70
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75
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以
上

要医療

要指導

異常認めず

年齢階級別の健診判定区分

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上

異常認めず 要指導 要医療

どちらが見やすい？

エクセルの設定しているフォーマットで完了とせず、背景や棒の
太さ、凡例の位置なども調整して、見栄えも気にしましょう！
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割合を比較する図の種類
帯グラフ

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

40～49歳（n=74583) 50～59歳(n=153258) 60～64歳（n=119735)

％

異常認めず 要指導 要医療

棒グラフ(グループ化したもの）

0.0

10.0

20.0
30.0
40.0

50.0

60.0

40～49歳（n=74583) 50～59歳(n=153258) 60～64歳（n=119735)

％

異常認めず 要指導 要医療

40～49歳（n=74583)

異常認
めず,
24,371

要医療,
24,402

要指導,
25,810

50～59歳(n=153258)
異常認

めず,

30,046

要指導,

55,136

要医療,

68,076

60～64歳（n=119735) 異常認

めず,

17,406

要指導,

40,715

要医療,

61,614

円グラフ

132

年次推移を表す図の種類

帯グラフ(グループ化）

折れ線グラフ

「異常なし」の年齢別の年次推移

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

12年度 13年度 14年度 15年度

％

40～49歳 50～59歳 60～64歳

65～69歳 70～74歳 75歳以上

パーセント表記の場合は、
どんな配慮が必要ですか？

「異常認めず」の年齢別年次推移

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

12
年

13
年

14
年

15
年

12
年

13
年

14
年

15
年

12
年

13
年

14
年

15
年

40～49歳 50～59歳 60～64歳

目的により使い分けます！

133

立体グラフの注意（１）

立体円グラフ

参加者の年齢構成(n=20)

50～54歳 55～59歳

60～64歳 65歳～

参加者の年齢構成(n=20)

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65歳～

円グラフ

何が優先されますか？

格好のよさ？

正しく数値を読み取れること？

134

立体グラフの注意（２）
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どの図が一番、数値を正確に読めますか？
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研究成果の公表

• 研究発表の目的
１）事業結果の公表

２）他の自治体や研究者からのアドバイス
や第三者からの評価を得る

• 発表形式
１）口頭発表

２）ポスター発表

３）概要（抄録）

４）投稿論文

視聴者に研究内容を正しく
理解してもらうことが重要！

正しい日本語・適切な表現
のチェックを忘れずに！

136

プレゼンテーションの注意点

• 発表原稿の構成
１）緒言・・・・・研究の背景･目的

２）研究方法・・研究･調査･実験･解析に
関する手法の記述
資料･材料の集め方

３）研究結果・・研究などの結果・成績

４）考察・・・・・・結果の考察･評価

５）結語・・・・・・結論（省略も可）

６）文献

研究方法は
丁寧に・
詳しく

結果は事実
を述べる

考察は結果
に基づいて
科学的・
理論的に

結論は研究
目的・結果と
矛盾しない

137

プレゼンテーションの注意点

• スライド（パワーポイント）の構成

１）緒言

２）研究方法

３）研究結果

４）考察

５）結語

結果と考察

スライド１枚＝１分が目安
１枚のスライドは１０行程度まで

結果は図を活用
表は文字の量･大きさ
に注意

動画や早い切り替え
は、見ている人がつ
いていけない

138

プレゼンテーションの注意点
• スライド（パワーポイント）の構成の目安
０）表紙・・・・・・・・・・・・・・１枚

１）研究の背景・目的・・・１～２枚

２）研究方法・・・・・・・・・・１～２枚

３）研究結果・・・・・・・・・・１～３枚

４）考察・・・・・・・・・・・・・・１～２枚

５）結語・・・・・・・・・・・・・・１枚

図表はスライド１枚に１つが原則
発表時間が７分程度 → スライドは１０枚以内

１分で３００字～３５０字を目安に
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プレゼンテーションの注意点

• 抄録を書くとき
１）緒言

２）研究方法

３）研究結果

４）考察

５）結語

結果と考察

考察が「感想」になっていませんか？
「仮説」に対する「結果」の検討
先行研究との比較
研究の限界・問題点 などを記述

「である」体が普通
「です・ます」の混用を
避ける

140

まとめ（１）

• データを収集するときには、
①目的を明確にする。

②結果が集団の代表値または集団特性を

客観的に判断できるよう、対象設定をする。

③他と比較可能な調査票・測定法を採用する。

• 結果の整理・表現では、
①パーセントの算出は、母数が何かを考える。

②データの特性が一目でわかるような作表・

作図をする。

141

まとめ（２）

• 結果を言葉で表すときには、
①事実を正確に述べる。

②主観的な判断や思い込みは禁物。

③比較するときは、比較対照を明確にする。

④必要に応じて、検定を行い統計的な差異を

検討をする。

142

理解度の評価のための課題

本日の講義はいかがでしたか？

• 演習３の資料の最後に記載されている「課題」は
各自が解いてみてください。

• 回答をお送りいただけば、コメントをつけてお返し
します。よく分からなかった点などは遠慮なく質問
してください。
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お 願 い

調査にやり直しはききません。
無駄な調査や使えない・使わないデータの蓄積を避け、
千葉のエビデンスを、協同して作っていきましょう。

調査デザイン・質問紙の作成・データ解析・データの読
み方などの疑問や質問、アドバイスが欲しい時は遠
慮なく、衛生研究所・健康疫学研究室 にご連絡くだ
さい。

また、私たちの実施する調査・研究にも是非、ご協力

下さい。よろしくお願いします。

電話:043-266-7989 Fax:043－265－5544

柳堀：r.yngbr@mb.pref.chiba.lg.jp


